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一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し

て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。　

　

３
月
定
例
会
で
は
、
３
月　

日
・　

日
の
本
会
議
で　

人
の
議
員
か
ら

１５

１８

１７

質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁

の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
６
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）
。

　

問　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
を
受
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
転
換
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。省
エ
ネ
対
策
と
し
て
、Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
導
入
は
積
極
的
に
検
討

公
明
党　
　
　

井
上　

賢
二

防
犯
灯
な
ど
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る

た
め
に
リ
ー
ス
方
式
の
導
入
を

す
べ
き
課
題
と
考
え
る
が
、
本
市

の
公
共
施
設
や
防
犯
灯
へ
の
導
入

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
市
内
の
防
犯
灯
を
全
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
す
る
に
は
、
多
額
の
初
期
投

資
が
必
要
で
財
源
確
保
が
難
し
い

が
、
新
た
な
負
担
を
必
要
と
し
な

い
方
法
と
し
て
、　

年
間
の
リ
ー

１０

ス
契
約
が
あ
る
。
電
気
料
金
以
外

の
維
持
管
理
経
費
を　

年
間
定
額

１０

化
で
き
、
付
け
替
え
工
事
を
市
内

業
者
が
行
え
ば
、
雇
用
や
経
済
効

果
も
期
待
で
き
る
な
ど
の
利
点
が

あ
る
が
、導
入
を
検
討
し
な
い
か
。

　

答　

市
で
は
、
施
設
の
維
持
管

理
や
整
備
の
際
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど

の
高
効
率
照
明
器
具
を
積
極
的
に

導
入
し
て
い
る
。
主
な
施
設
へ
の

導
入
状
況
は
、
市
庁
舎　

本
、
図

５０

書
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
約
５
０
０
本
、
学
校　

本
６０

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今

年
３
月
時
点
で
、
市
内
に
は
防
犯

灯
が
７
０
２
０
灯
設
置
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
４
２
３
灯
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
し
た
。
リ
ー
ス
方
式
は
、
照

明
や
関
連
機
器
の
価
格
や
電
気
料

金
の
変
化
な
ど
、
リ
ー
ス
に
関
わ

る
環
境
変
化
や
県
の
実
施
事
例
、

本
市
に
置
き
換
え
た
場
合
の
省
エ

ネ
や
二
酸
化
炭
素
削
減
見
込
み
な

ど
を
鑑
み
て
研
究
し
た
い
。

（
ほ
か
に「
教
育
関
係
に
つ
い
て
」

「
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
」
を
質

問
）

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム　

安
藤
多
恵
子

　

問　

来
年
度
か
ら
、
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
の
担
当
部
署
が
配
置
さ
れ

る
な
ど
、
本
市
の
魅
力
づ
く
り
に

正
面
か
ら
取
り
組
も
う
と
い
う
姿

勢
は
高
く
評
価
す
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
、
ロ
ケ
誘
致
と

ロケ誘致やグルメ

開発による地域活

性化の推進方法は

グ
ル
メ
開
発
に
よ
る
地
域
活
性
化

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
に
は
、

多
く
の
市
民
が
参
加
し
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。
こ
の
状
況

も
踏
ま
え
、今
後
、ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。ま
た
、来
年

度
予
定
し
て
い
る
事
業
の
予
算
と

内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ロ
ケ
誘
致
や
グ
ル
メ
開
発
に
は
、

相
当
な
努
力
が
必
要
で
、
広
く
市

民
に
呼
び
掛
け
て
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答　

来
年
度
か
ら
、（
仮
称
）あ

や
せ
商
業
者
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
、
ロ
ケ
誘

致
や
グ
ル
メ
開
発
を
テ
ー
マ
と
し

た
地
域
活
性
化
事
業
を
展
開
す 

る
。
具
体
的
に
は
、
市
内
若
手
商

業
者
を
中
心
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を

育
成
し
、
多
様
な
分
野
か
ら
の
協

力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
予
算
は
３
０
０
万
円
で
、
担

い
手
育
成
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
費
用
や
ロ
ケ
誘
致
の
た
め
の
広

告
宣
伝
費
用
な
ど
が
主
な
も
の
で

あ
る
。
若
手
商
業
者
を
中
心
に
始

め
る
が
、
事
業
が
進
行
す
る
過
程

で
は
、協
力
者
を
増
や
し
、全
市
的

な
取
り
組
み
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
市
民
参
画
や
協
働
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」「
老
朽

化
し
た
施
設
の
対
応
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

対前年度比
予　算　額会　計　名

増減率増減額

△５．２%△１４億円２５３億７，０００万円一 般 会 計

５．１%４億８，５００万円１００億７，５００万円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

５．１%１億５，１００万円３１億１，２００万円下 水 道 事 業

１３．８%９，７００万円７億９，９００万円深谷中央特定土地区画整理事業

４．２%１億５，０００万円３７億１，５００万円介 護 保 険 事 業

８．６%５，７００万円７億２，３００万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業

５．４%９億４，０００万円１８４億２，４００万円計

△１．０%△４億６，０００万円４３７億９，４００万円合　　　計

平成２５年度各会計の予算規模

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

消防費 
11億3,160万円 
（4.5％） 

その他 
11億5,083万円 
（4.5％） 

253億 
7，000万円 

歳入総額 

253億 
7，000万円 

歳出総額 

自 依 

主 存 

財 財 

源 源 

地方譲与税など 
4億7,060万円 
（1.8％） 

国有提供施設等 
所在市町村助成交付金等 
12億1,000万円（4.8％） 

地方消費税交付金 
8億1,700万円（3.2％） 

諸収入 
7億5,245万円（3.0％） 

繰越金 
6億円（2.4％） 

繰入金など 
4億3,875万円（1.7％） 

分担金及び負担金 
2億3,729万円（0.9％） 

県支出金 
13億3,824万円 
（5.3％） 

市債 
13億4,930万円 
（5.3％） 

地方交付税 
10億8,000万円（4.3％） 

市税 
126億6,924万円 
（49.9％） 

市税 
126億6,924万円 
（49.9％） 

国庫支出金 
44億713万円（17.4％） 

（57.9％） （57.9％） （42.1％） （42.1％） 

総務費 
２５億８，６５３万円 
（９．７％） 

総務費 
25億4,183万円 
（10.0％） 

衛生費 
２２億２，９７７万円 
（８．３％） 

衛生費 
21億6,827万円 
（８．5％） 

土木費 
42億4,709万円 
（16.7％） 

民生費 
９２億３，０４５万円 
（３４．５％） 

民生費 
96億8,019万円 
（38.2％） 

公債費 
17億4,502万円 
（6.9％） 

教育費 
27億517万円 
（10.7％） 

 

一般会計予算歳入・歳出の状況


